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さ
く
ら
…
消
防
団
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
桜
の
花
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
ま
す
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第25回長野県消防ラッパ吹奏大会第25回長野県消防ラッパ吹奏大会

須坂市消防団副団長
田中 敏勝

ラ
ッ
パ
担
当
副
団
長
と
し
て
一

言
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

７
月
31
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
、
第
25
回
長
野
県
消
防
ラ
ッ
パ

吹
奏
大
会
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
に
は
色

々
と
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
関
係
各
位
、
Ｏ
Ｂ
の
皆
様

方
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
今
回
の
大
会
は
10
連
覇
で

途
絶
え
た
後
の
リ
ベ
ン
ジ
の
大
会

と
い
う
こ
と
と
、
審
査
員
の
皆
様

・
会
場
の
皆
様
に
き
ち
ん
と
評
価

い
た
だ
け
る
吹
奏
を
目
指
し
、
試

行
錯
誤
の
年
で
し
た
。
し
か
し
、

ラ
ッ
パ
隊
員
一
人
一
人
が
自
覚
を

持
ち
そ
れ
ら
を
取
り
巻
く
役
員
と

一
致
団
結
し
て
優
勝
を
勝
ち
取
れ

ま
し
た
。

宮
崎
ラ
ッ
パ
長
、
湯
本
副
ラ
ッ

パ
長
、
須
坂
市
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊

の
皆
様
感
動
を
あ
り
が
と
う
。

県
大
会
出
場
選
手
・
役
員
紹
介

【
主

将
】

宮
崎

忠
男
（
ラ
ッ
パ
本
部
）

【
指
揮
者
】

湯
本

直
樹
（
ラ
ッ
パ
本
部
）

リ
ベ
ン
ジ

リ
ベ
ン
ジ
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須須須須須須須須坂坂坂坂坂坂坂坂市市市市市市市市消消消消消消消消防防防防防防防防団団団団団団団団須坂市消防団須坂市消防団 優優優優優優優優優優勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!優勝!!優勝!!
▲第25回長野県消防ラッパ吹奏大会が小海町で開催され、須坂市消防団は緊張
感に包まれる会場にて最高の吹奏をし、優勝奪還を達成しました。（７月31日）

【
吹
奏
者
】

森
井

徳
一
（
第
１
分
団
）

中
越

祐
介
（
第
１
分
団
）

島
田

憲
一
（
第
１
分
団
）

松
橋

瞬
（
第
１
分
団
）

黒
岩

彰
（
第
６
分
団
）

板
倉

光
昭
（
第
７
分
団
）

堀
内

正
紀
（
第
７
分
団
）

小
林

正
寿
（
第
８
分
団
）

佐
藤

大
樹
（
第
８
分
団
）

茂
野

剛
士
（
第
８
分
団
）

関
野

浩
功
（
第
８
分
団
）

滝
澤

望
（
第
11
分
団
）

黒
澤

卓
也
（
第
11
分
団
）

山
岸

弘
和
（
第
11
分
団
）

【
鼓

隊
】

神
戸

秀
史
（
第
２
分
団
）

佐
藤

陽
（
第
４
分
団
）

板
倉

哲
也
（
第
７
分
団
）

【
補

欠
】

戸
谷

健
太
（
第
８
分
団
）

坂
田

雄
一
（
第
10
分
団
）

池
田

貴
寛
（
第
11
分
団
）

【
指
導
者
】

小
池

彰
（
音
楽
隊
長
）

徳
武

洋
子
（
音
楽
隊
副
隊
長
）

山
岸

雅
哉
（
音
楽
隊
）

中
村

紀
子
（
音
楽
隊
）

湯
本

秀
樹
（
音
楽
隊
）

坂
田

祐
美
（
音
楽
隊
）

元
島

慎
也
（
音
楽
隊
）

湯
本

典
子
（
音
楽
隊
）

前
島

彩
花
（
音
楽
隊
）

【
役

員
】

高
橋

智
将
（
第
２
分
団
）

北
澤

勝
紀
（
第
２
分
団
）

金
箱

高
弘
（
第
３
分
団
）

小
林

広
明
（
第
３
分
団
）

岩
船

純
平
（
第
３
分
団
）

宮
尾

伸
幸
（
第
４
分
団
）

市
川

興
助
（
第
４
分
団
）

百
瀬

真
生
（
第
４
分
団
）

久
保
田
英
樹
（
第
５
分
団
）

和
久
井
拓
生
（
第
５
分
団
）

小
布
施
進
一
郎
（
第
６
分
団
）

勝
山

知
則
（
第
６
分
団
）

中
島

裕
一
（
第
６
分
団
）

平
尾
ゆ
か
り
（
第
６
分
団
）

野
崎

龍
一
（
第
６
分
団
）

市
川

洋
平
（
第
７
分
団
）

弓
田

東
（
第
７
分
団
）

荒
井

佑
介
（
第
８
分
団
）

町
田

雄
太
（
第
８
分
団
）

冨
澤

大
（
第
９
分
団
）

駒
津

至
（
第
９
分
団
）

田
中

宏
和
（
第
９
分
団
）

細
山

隼
平
（
第
10
分
団
）

安
西

祥
一
（
第
10
分
団
）

勝
山

幸
志
（
第
10
分
団
）

堀
内
智
香
子
（
第
10
分
団
）

小
山

秀
聡
（
第
11
分
団
）▲優勝旗を再び須坂に持ち帰ることが

できました。
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第
38
回

須
坂
市
消
防
技
術
大
会
を

第
38
回

須
坂
市
消
防
技
術
大
会
を

ふ
り
か
え
っ
て

ふ
り
か
え
っ
て第９分団 団員

塩野 裕也

ラ
ッ
パ
選
手
を
経
験
し
て

▲同日開催された
親子写生大会の様子

第10分団 団員
関野 陽平

入
団
３
年
目
の
今
年
か
ら
ラ
ッ

パ
手
に
な
り
ま
し
た
。
訓
練
を
や

り
は
じ
め
た
こ
ろ
は
音
を
出
す
の

が
や
っ
と
で
大
変
苦
労
し
ま
し

た
。
で
も
や
っ
て
い
く
う
ち
に
だ

ん
だ
ん
と
音
が
出
る
よ
う
に
な
り

音
階
を
吹
き
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

６
月
に
行
わ
れ
る
、
須
坂
市
消

防
技
術
大
会
を
目
指
し
て
早
朝
訓

練
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
朝
、
早

く
に
起
き
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
先

輩
方
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
も
あ
り

ま
し
た
。

本
番
の
大
会
で
は
訓
練
で
で
き

た
こ
と
が
上
手
く
で
き
ず
悔
し
い

思
い
を
し
ま
し
た
。
そ
の
思
い
を

バ
ネ
に
し
て
来
年
の
市
の
大
会
で

は
自
分
の
力
を
十
二
分
に
発
揮
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
最
終
目
標
は
、
県
大
会
選

手
に
選
ば
れ
る
よ
う
な
ラ
ッ
パ
手

に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
の
為
に
も

日
々
の
訓
練
を
し
っ
か
り
と
や
っ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
消
防
団
に
入
団
し
て
か
ら

初
め
て
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
選
手

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

正
直
、
代
表
選
手
と
し
て
選
出

さ
れ
た
と
き
は
自
分
に
務
ま
る
の

か
と
不
安
で
し
た
。

３
週
間
に
及
ぶ
訓
練
は
、
厳
し

い
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。
い
か
に

正
確
に
、
速
い
放
水
を
行
う
と
い

う
こ
と
で
、
慣
れ
な
い
動
き
に
苦

戦
を
し
ま
し
た
が
、
こ
の
間
精
一

杯
訓
練
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た

の
は
団
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
、
家

族
、
職
場
の
理
解
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。

ご
指
導
い
た
だ
い
た
指
導
員
、

分
団
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
多
く
の

方
々
に
助
け
ら
れ
る
中
で
大
役
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
、
操
法
競
技

を
終
え
た
時
は
、
や
り
遂
げ
た
こ

と
へ
達
成
感
と
安
堵
感
が
溢
れ
て

き
ま
し
た
。

結
果
は
入
賞
に
な
ら
ず
納
得
の

で
き
る
結
果
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
結
果
は
結
果
と
し
て
現

実
を
受
け
止
め
反
省
す
べ
き
と
こ

ろ
は
反
省
し
、
こ
の
貴
重
な
経
験

を
忘
れ
ず
、
今
後
も
今
以
上
に
消

防
団
活
動
に
従
事
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

去
る
６
月
12
日
、
須
坂
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
須
坂
市
消
防
技

術
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

数
あ
る
消
防
団
活
動
の
中
で
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
大
会
は
、
安
全

且
つ
確
実
そ
し
て
迅
速
に
消
火
活

動
を
行
う
目
的
を
持
つ
意
義
あ
る

大
会
で
す
。

去
る
７
月
31
日
に
小
海
町
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
県
大
会
に
は
、
須

坂
市
大
会
・
須
高
地
区
大
会
を
優

勝
で
勝
ち
進
み
ま
し
た
第
８
分
団

（
高
甫
地
区
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

成
績
は
惜
し
く
も
12
位
で
し
た
が
、

団
員
相
互
並
び
に
地
域
の
皆
様
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
・
次
回
へ
の
更

な
る
志
を
得
て
ま
い
り
ま
し
た
。

長
き
に
亘
る
訓
練
に
お
い
て
、

地
域
の
皆
様
・
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
・
選

手
の
み
な
ら
ず
指
導
者
並
び
に
役

員
の
ご
家
族
の
皆
様
よ
り
、
温
か

い
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り

御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

第 分団
県大会出場

長野県下13の消防団が小型ポン
プ操法を競い合い、第８分団の
選手たちが日ごろの訓練の成果
を発揮しました。

多
く
の
皆
様
に
感
謝

須
坂
市
消
防
団
副
団
長

中
村

公
彦

選 手 紹 介
【主 将】中澤 淳（分 団 長）
【操法統括】村石 時康（副分団長）
【指 揮 者】成山 隆司（分団部長）
【１ 番 員】宮澤 雄之（ １ 部 ）
【２ 番 員】坂田 進（ １ 部 ）
【３ 番 員】村石 信彦（ １ 部 ）
【補 欠】神林 輝（ ２ 部 ）
【補 欠】関野 淳一（ ２ 部 ）

▲ラッパ吹奏の部
優勝 第１分団

▲小型ポンプ操法の部
優勝 第８分団

須
坂
市
消
防
技
術
大
会
に
出
場
し
て

８
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お
父
さ
ん
は
消
防
団
の
一
員
で

す
。お

父
さ
ん
は
僕
ら
が
産
ま
れ
る

前
か
ら
消
防
団
を
や
っ
て
い
て
14

年
間
も
や
っ
て
い
ま
す
。
お
父
さ

ん
の
い
る
11
分
団
は
中
で
も
強
い

ラ
ッ
パ
隊
な
の
で
、
お
父
さ
ん
が

そ
の
中
の
一
員
と
思
え
る
と
い
つ

も
よ
り
カ
ッ
コ
良
く
見
え
て
き
ま

す
。
で
も
、
も
う
お
父
さ
ん
は

ラ
ッ
パ
長
に
な
っ
て
指
揮
を
振
っ

て
い
る
の
で
、
ラ
ッ
パ
を
あ
ま
り

吹
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
だ
け
ど
、
お
父
さ
ん
が
最
後

に
ラ
ッ
パ
を
吹
い
た
大
会
で
は
優

勝
し
た
の
で
、
最
後
ま
で
ラ
ッ
パ

を
や
り
き
っ
た
お
父
さ
ん
が
カ
ッ

コ
良
か
っ
た
で
す
。

お
父
さ
ん
に
は
最
後
ま
で
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

塩﨑 友美さん

私
の
夫
は
須
坂
市
九
反
田
町
の

消
防
団
に
所
属
し
20
年
目
に
な
り

ま
す
。
夫
の
話
に
よ
る
と
、
所
属

年
数
は
長
い
方
と
の
事
で
す
。
消

防
団
活
動
は
ど
う
や
ら
楽
し
く

や
っ
て
い
る
（
？
）
よ
う
で
す
が
、

40
歳
を
過
ぎ
公
私
と
も
に
色
々
な

役
が
来
た
り
、
兼
務
で
営
ん
で
い

る
果
樹
園
の
早
朝
仕
事
を
し
た

り
、
そ
こ
に
消
防
団
活
動
を
プ
ラ

ス
す
る
と
少
し
た
い
へ
ん
そ
う
だ

な
あ
と
感
じ
る
時
も
あ
り
ま
す
。

自
宅
の
前
に
は
果
樹
園
と
水
田

が
広
が
り
、
裏
に
は
蛍
や
小
魚
が

い
る
水
路
も
あ
り
子
ど
も
を
育
て

る
に
は
良
い
環
境
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

た
だ
町
内
に
娘
を
含
め
て
同
級

生
は
二
人
だ
け
で
、
新
し
い
人
が

な
か
な
か
入
っ
て
こ
な
い
現
状
が

あ
る
よ
う
で
す
。
お
父
さ
ん
達
は

体
も
疲
れ
て
き
た
の
で
、
若
い
人

が
入
っ
て
き
て
子
ど
も
も
増
え
、

次
世
代
に
繋
が
る
こ
と
を
願
い
ま

す
。

右：萌
も

子
こ

ちゃん
第７分団４部 塩﨑博央さんのご家族です

▲須高協会空中消火訓練
（５月29日 高山村）

上：明
あき

歩
ほ

くん 右：悠
はる

叶
か

くん 左：捺
なつ

央
お

くん
第11分団ラッパ長 滝澤望さんのご家族です

▲山林火災防ぎょ訓練
（４月24日 坂田山）

▲春季ラッパパレード
（４月24日 第２分団管内）

▲須坂市総合防災訓練
（８月28日 仁礼小学校）

▲第５･６･７分団合同ボート訓練
（７月23日 臥竜公園）

▲須坂カッタカタまつりパレード
（７月16日）

僕
ら
の
お
父
さ
ん
は
消
防
団

僕
ら
の
お
父
さ
ん
は
消
防
団

次
世
代
へ
の
バ
ト
ン

次
世
代
へ
の
バ
ト
ン
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副

団

長

田
中
敏
勝

副

団

長

中
村
公
彦

ラ
ッ
パ
長

宮
崎
忠
男

音
楽
隊
長

小
池

彰

第
１
分
団
長

宮
崎
裕
喜

第
２
分
団
長

山
岸
修
一
郎

第
３
分
団
長

阿
部
芳
明

第
４
分
団
長

中
山
貴
史

第
５
分
団
長

高
垣
利
行

第
６
分
団
長

竹
内
一
弘

第
７
分
団
長

斉
藤
泰
之

第
８
分
団
長

中
澤

淳

第
９
分
団
長

大
峽
春
仁

第
10
分
団
長

篠
塚
教
将

第
11
分
団
長

羽
生
田
康
行

【
編
集
委
員
】

11
回
目
の
栄
光
を
間
近
で
経
験

す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
光
栄
に

思
い
ま
す
。
山
間
部
の
多
い
長
野

県
に
お
い
て
は
、
出
動
時
の
伝
達

手
段
と
し
て
今
も
な
お
消
防
ラ
ッ

パ
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
長
野
県
で
の
一
位
は
日
本
一

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
ト
ッ
プ
で
あ
り
続
け
ら

れ
る
よ
う
後
進
の
育
成
に
励
む
と

と
も
に
、
第
32
回
定
期
演
奏
会
で

は
ぜ
ひ
市
民
の
皆
様
に
も
須
坂
市

消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
の
音
を
聴
い
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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長
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長
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長
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修
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須
坂
市
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団
長

成
田

統

皆さまに楽しんでいただける演奏会を目指して、
隊員一同がんばって訓練を重ねておりますので、
大勢のご来場を心よりお待ちしています。

第32回 定 期 演 奏 会第32回 定 期 演 奏 会第32回 定 期 演 奏 会
と き 11月13日（日）
と こ ろ メセナホール
開 演 午後５時（４時開場）

消防団音楽隊

【演奏曲目】
・ドラゴンクエスト コンサートセレクション ・モンスターハンター「英雄の証｣ ・上を向いて歩こう
・真田丸 ・サウンドオブミュージック ・ブラジル ・ウィーアー 他

♪ 長野県№１の須坂市消防団ラッパ隊の吹奏もぜひご期待ください ♪
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